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論　　文　　の　　要　　旨
　大気境界層における乱流拡散のなかで、これまでほとんど無視されてきた流れ方向の拡散現象に
注目し，野外実験及び解析的にこの現象を解明した。ほとんどの実験データは瞬問点源によるパフ
の流れ方向の濃度分布であり冒この濃度分布が歪んでいたりヲある時はガウス分布を示したりする
原因を突き止めた。すなわちパフの流れ方向の濃度分布を歪めているのは風速鉛直シヤーが作用し
ていることをデータ解析から証明する一方ヨ理論的にも拡散方程式をモーメント法によって解き争
流れ方向の拡散に風速鉛直シヤーが関与していることを示した。鉛直シヤーによって歪められたパ
フ濃度分布はエルミート多項式から誘導されるグラムシャリエ級数によって濃度分布関数として非
常によく表現されることを示した。
　とくに本研究でオリジナリティがあると考えられる点は次の三つである。
①有限の長さのプルームが流れ方向の乱流拡散によって引き延ばされることを見出しラこの場合
の平均濃度算出法を提案したこと。
②パフの野外実験データからヨ流れ方向の濃度分布は風の鉛直シヤーによって歪められることを
見出し分布関係を示したこと。
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審　　査　　の　　要　　旨
　煙源から風下距離10㎞以内の大気汚染物質の輸送拡散についての研究はヨ今日ほとんどの問題が
解明されたと考えられているがヨ流れ方向の拡散現象についてはほと，んど研究されていない。これ
は風がごく弱いとき以外は汚染物質の風による輸送量と比較して流れ方向の拡散による濃度変化が
実用上無視できることラまた弱風時にパフモデノレを使うときに問題となるがヨ濃度分布の実測が容
易でないことなどが挙げられる。しかし事無風静穏時に近いときの大気汚染物質の輸送はとくに熱
帯の開発途上国の大気汚染の研究にとっては重要である。
　本研究はこのような必要性に応える重要な研究で長年にわたる著者の研究の蓄積によってはじめ
て苛能になったもので高く評価できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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